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 時々、無性に一人で山にこもりたくなる。 

去る年の９月もそんな思いで、一人で北ア

ルプス剣岳（２９９８㍍）に出かけた。剣

岳は、小生が子供の頃から眺め育った故郷

の山である。  

 室堂から 別山乗 越を越え て剣沢を 下り、

真砂沢出合にテントを張った。若い頃、こ

こ を 拠 点 に あ ち こ ち の 岩 を 登 り ま く っ た

思い出の地ではあるが、夏山シーズンを過

ぎた今は人一人いない。年寄りの単独登山

でもあり、流石に岩は敬遠して、三ノ窓雪

渓を登り、平蔵雪渓を下降しようという 計

画である。  

 夜半テン トに雨 のパラつ く音がし たが、

翌朝は快晴。真砂沢から二股までは草深い

道が１時間。朝露に雨衣ズボンがグッショ

リ濡れた。二股でアイゼン・ピッケルに身

を固め、三ノ窓雪渓を登り始める。  

 夏と異なり、雪渓はすっかり痩せて所々

クレパスになっている。スノウブリッジを

這って渡った り、シュルンドを降り登りし

たり、結構緊 張の連続である。二股から３

時 間 で や っ

と 三 ノ 窓 の

コ ル に た ど

りついた。  

コ ッ ペ パ

ン 、 ソ ー セ

ー ジ 、 ド ラ

イ フ ル ー ツ

の 昼 食 の 後 、 

長 次 郎 雪 渓 の 頭 を 越 え て 主 稜 線 の

岩稜を慎重にたどり、剣岳本峰頂上ま

で更に１時間 半を要した。  

 誰一人いない山頂は、風もなく日差

しが暖かいが全くのガスの中である 。

岩の上に寝そべって、ゆっくり３０分

の昼寝休憩。  

 下りは、カニノヨコバイなどの険路

を 楽 し み な が ら 、 一

般 登 山 路 を 平 蔵 ノ コ

ル ま で 下 り 、 明 る い

日 差 し の 中 、 平 蔵 雪

渓 を グ リ セ ー ド で 下

っ た 。 見 上 げ る と 一 般

登 山 路 の 人 達 が 手 を 振

っ て く れ る 。 快 適 に 飛

ば す と 言 い た い と こ ろ

だ が 、 あ ち こ ち に ク レ

パ ス が 出 て い て 、 そ の

度 に ト ラ バ ー ス し て ガ

レ 場 を 巻 く 。 頂 上 か ら

２ 時 間 半 で テ ン ト 場 着 。 

 夕 食 は 、 登 頂 成 功 を

祝 っ て 豪 華 に 。 ア ル フ

ァ 米 に 、 乾 燥 野 菜 と 乾

燥 鶏 肉 を ふ ん だ ん に 使

った雑炊。  

ニ ラ を た っ

ぷ り 刻 み 込

む 。 副 食 は

真 空 パ ッ ク

の ロ ー ス ト

チ キ ン を 温

めて。  

 ウ ィ ス キ

ー を チ ョ ッ

ピリ垂らしての食 後の紅茶の一時に、山あ

いの空の夕映えが美しかった。  

剱岳－一人だけの山－  

富山からの鋸 山 ・東 京 湾  

富山  

剱 岳 (右 端 三 ﾉ窓 雪 渓 ､左 端 平 蔵 雪 渓 ) (鹿 島 槍 か ら )  

山 頂 風 景 (夏 )  
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